
低線量被ばくによる人体への影響

H2O

O2
-,OH-

直接作用

間接作用

活性酸素

塩基損傷

一本鎖切断

二本鎖切断

塩基損傷、一本鎖切断はほぼ100%修復
される。二本鎖切断もほぼ修復される。

放射線による遺伝子（DNA）
損傷の７割は活性酸素による。 17



低線量被ばくによるガン化のプロセス

放射線、紫外線、たばこ、運動
などにより発生した活性酸素

ガン化
阻止

遺伝子（DNA）の一部損傷

ガン遺伝子への変異

ガン遺伝子活性化

免疫監視機構突破

体内酵素による
活性酸素の除去

遺伝子の修復

アポトーシス
（細胞の自己死）

免疫細胞
による
ガン細胞
の排除
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放射線の人への影響
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がんの相対リスク
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国立がんセンターの資料より 20



がんの相対リスク

21



人が被ばくする放射線の目安

国際放射線防護委員会(ICRP)は専門家の立場から放射線防護に関する勧告を行う国際学術組織22



食品中の放射能と安全基準
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体内に入った放射性セシウムの行方
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放射線医学総合研究所ＨＰより 25



内部被ばく計算事例（１）

100Ｂｑ／ｋｇ（Ｃｓ－１３７）の食品を200グラム食べた場合の
成人の内部被ばくは？

0.013 × 100Ｂｑ／ｋｇ × ０．２ｋｇ

＝0.26 μSv
＝0.00026 mSv

＊基準値は 100Ｂｑ／ｋｇ
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食品の安全基準

2012年 4月 1日より

食品区分 基準値（Bq/kg） 備考

飲料水 10 WHOが示した飲料水の

放射性セシウムのガイ
ダンスレベル

一般食品 100

牛乳 50 子どもの摂取量が多い
食品であることを考慮
し、「一般食品」の基
準値の2分の1

乳児用食品 50
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基準値の考え方
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基準値の考え方

年齢区分 限度値（Bq/kg）

男 女

1歳未満 460

1～6歳 310 320

7～12歳 190 210

13～18歳 120 150

19歳以上 130 160

妊婦 － 160

最小値 120

基準値 100

流通する食品の汚染割合を「一般食品」については50%と仮定
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福島県における食品の検査体制

福島県の
ホームページ
より 30



生産地での検査

福島県の
ホームページ
より 31
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